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本日のスケジュール
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13:30～14:10 講義① 『国際貢献 ～持続可能な開
発目標（SDGｓ）への取り組み～』

14:10～14:40 事前課題の個人発表（一人3分程度）

（休憩）

15:00～15:40 講師による講義② （個人発表の講
評含む）

（休憩）

15:50～16:40 グループディスカッション

16:40～17:00 グループ発表・講師からの講評
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ディスカッションのテーマ
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課題：「日本は、世界のSDGs達成に向けて今後どのような

国際貢献をおこなっていけばよいか、事前課題と関連付け
て、具体策を提案してください」

→「事前課題のテーマを踏まえて、チームとして、皆さんが

実現したい具体的な国際貢献策を提案してください。その
際には貢献を行う主体を決めてください、個人以外であれ
ば特に制限などはありません（日本政府、地方自治体、企
業、大学、コミュニティ等々）」

事前課題：「職場（企業など）、関連の業界、身近な地方自治体（現在
の居住地、出身の市町村など）、教育機関（お子さんの通う小中学校
など）、におけるSDGsに対するに認知度や実践の現状を調べたうえ
で、ご自身の考えを述べてください。」
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持続可能な開発のための2030アジェンダ
持続可能な開発目標（SDGs）
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• 2015年9月国連サミットで193ヶ国首脳により全会一致で採
択、成果文書「Transforming Our World: 2030 Agenda for 
Sustainable Development（我々の世界を変革する：持続可
能な開発のための2030アジェンダ）」

• 2030年までを目標期限とする15年間の世界共通成長戦略

• 日本を含むすべての国が取り組む目標

• ミレニアム開発目標（MDGs）の後継、残された課題（教育、
母子保健、衛生等）とそれ以降に顕在化した課題（地球環
境、格差等）に対応

• 基本理念「誰も置き去りにしない（No One will be Left 
Behind）」

出所：JICA、https://www.jica.go.jp/aboutoda/sdgs/index.html

https://www.jica.go.jp/aboutoda/sdgs/index.html
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持続可能な開発目標（SDGs）
17ゴール 169ターゲット 232指標

5出所：国連
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SDGs: ゴール、ターゲット、指標
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ゴールとターゲットと指標（ゴール4教育）
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ターゲット 指標（仮訳）

4.1   2030年までに、全ての子供が男女の区
別なく、適切かつ効果的な学習成果をもたらす、
無償かつ公正で質の高い初等教育及び中等
教育を修了できるようにする。

4.1.1   (i)読解力、(ii)算数について、最低限の
習熟度に達している次の子供や若者の割合
(性別ごと）
(a)２～３学年時、(b)小学校修了時、(c)中学校
修了

4.2   2030年までに、全ての子供が男女の区
別なく、質の高い乳幼児の発達・ケア及び就
学前教育にアクセスすることにより、初等教育
を受ける準備が整うようにする。

4.2.1   健康、学習及び心理社会的な幸福につ
いて、順調に発育している５歳未満の子供の
割合(性別ごと）
4.2.2   （小学校に入学する年齢より１年前の
時点で）体系的な学習に参加している者の割
合（性別ごと）

4.3   2030年までに、全ての人々が男女の区
別なく、手の届く質の高い技術教育・職業教育
及び大学を含む高等教育への平等なアクセス
を得られるようにする。

4.3.1   過去12か月にフォーマル及びノンフォー
マルな教育や訓練に参加している若者又は成
人の割合（性別ごと）

4.4   2030年までに、技術的・職業的スキルな
ど、雇用、働きがいのある人間らしい仕事及び
起業に必要な技能を備えた若者と成人の割合
を大幅に増加させる。

4.4.1   ICTスキルを有する若者や成人の割合
（スキルのタイプ別）
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目標1:
あらゆる場所で、あらゆる形態の
貧困に終止符を打つ
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国連広報センター提供
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目標2
飢餓に終止符を打ち、食料の安定確保と栄養状態の
改善を達成するとともに、持続可能な農業を推進す
る

9

国連広報センター提供
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目標3：
あらゆる年齢のすべての人々の
健康的な生活を確保し、福祉を推進する

10



Waseda Univ. N. KitanoWaseda Univ. N. Kitano

目標4
すべての人々に包摂的かつ公平で質の高い教育を
提供し、生涯学習の機会を促進する

11

国連広報センター提供
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目標5
ジェンダーの平等を達成し、
すべての女性と女児のエンパワーメントを図る
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国連広報センター提供



Waseda Univ. N. KitanoWaseda Univ. N. Kitano

目標6
すべての人々に水と衛生へのアクセスと
持続可能な管理を確保する
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国連広報センター提供
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目標7
すべての人々に手ごろで信頼でき、持続可能かつ近
代的なエネルギーへのアクセスを確保する
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国連広報センター提供
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目標8
すべての人々のための持続的、包摂的かつ
持続可能な経済成長、生産的な完全雇用および
ディーセント・ワークを推進する
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国連広報センター提供
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目標9
レジリエントなインフラを整備し、
包摂的で持続可能な産業化を推進するとともに、
イノベーションの拡大を図る
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国連広報センター提供
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目標10
国内および国家間の不平等を是正する
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国連広報センター提供
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目標11
都市と人間の居住地を包摂的、安全、レジリエント
かつ持続可能にする
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国連広報センター提供
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目標12
持続可能な消費と生産のパターンを確保する
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国連広報センター提供
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目標13
気候変動とその影響に立ち向かうため、
緊急対策を取る
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国連広報センター提供
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目標14
海洋と海洋資源を持続可能な開発にて保全し、
持続可能な形で利用する
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国連広報センター提供
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目標15
陸上生態系の保護、回復および持続可能な利用の 推進、
森林の持続可能な管理、砂漠化への対処、土地劣化の阻
止および逆転、ならびに生物多様性の損失を図る
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目標16
持続可能な開発に向けて平和で包摂的な社会を推進し、すべ
ての人々に司法へのアクセスを提供するとともに、あらゆる
レベルにおいて効果的で責任ある包摂的な制度を構築する
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国連広報センター提供
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目標17
持続可能な開発に向けて実施手段を強化し
グローバル・パートナーシップを活性化する
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国連広報センター提供
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朝日新聞社 SDGs認知度調査第６回報告
2020年3月26日
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https://miraimedia.asahi.com/sdgs_survey06/

https://miraimedia.asahi.com/sdgs_survey06/
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The Future We Want The United Nations We Need: Update on the Work of 
the Office on the Commemoration of the UN's 75th Anniversary Sept. 2020
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Source: The Future We Want The United Nations We Need Update on the Work of the Office on the Commemoration of the UN's 75th Anniversary 
September 2020

file:///C:/Users/nahsk/Downloads/un75report_21_september_english.pdf

file:///C:/Users/nahsk/Downloads/un75report_21_september_english.pdf
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Key finding 1: Amidst the current crisis, the immediate priority 
of most respondents, everywhere, is improved access to basic 

services: healthcare, water, sanitation and education
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Source: The Future We Want The United Nations We Need Update on the Work of the Office on the Commemoration of the UN's 75th Anniversary September 2020

file:///C:/Users/nahsk/Downloads/un75report_21_september_english.pdf

file:///C:/Users/nahsk/Downloads/un75report_21_september_english.pdf
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Key finding 2: The next priority of respondents is greater 
international solidarity and increased support to the places 

hardest hit by the COVID-19 pandemic: This includes tackling 
poverty and inequalities and boosting employment
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Source: The Future We Want The United Nations We Need Update on the Work of the Office on the Commemoration of the UN's 75th Anniversary September 2020

file:///C:/Users/nahsk/Downloads/un75report_21_september_english.pdf

file:///C:/Users/nahsk/Downloads/un75report_21_september_english.pdf
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SDGs進捗報告2020 (貧困層の割合の推移)

29https://unstats.un.org/sdgs/report/2020/goal-01/

https://unstats.un.org/sdgs/report/2020/goal-01/
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世界銀行 SDGｓ地図2020

30
https://datatopics.worldbank.org/sdgatlas/

https://datatopics.worldbank.org/sdgatlas/
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出所：https://sdgindex.org/reports/sustainable-development-report-2020/

https://sdgs.media/blog/5348/

SDGsダッシュボード2020年版（17位）

https://sdgindex.org/reports/sustainable-development-report-2020/
https://sdgs.media/blog/5348/
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出所： https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/pdf/actionplan2020.pdf

https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/pdf/actionplan2020.pdf
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日本の開発協力の特徴
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• 人間の安全保障と人間開発の実践を通じた、質
の高い成長（包摂性「誰も置き去りにしない」 、持
続可能性、強靱性）の実現

• 信頼に基づく長期にわたるコミットメント

• 現場主義に基づく共創が変革を生み出す

• 触媒としてのODAとスケールアップ

• 科学技術イノベーション（STI）を開発協力に生かす

• 「質の高いインフラ」輸出推進

出所：開発協力大綱 https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/files/000072775.pdf JICAのビジョン
https://www.jica.go.jp/about/report/2019/ku57pq00002lkmqh-att/2019_J_all.pdf 等をもとに筆者作成

https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/files/000072775.pdf
https://www.jica.go.jp/about/report/2019/ku57pq00002lkmqh-att/2019_J_all.pdf
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JICAの新型コロナウイルスへの対応
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• 今我々は、未知のウイルスと戦っています。日本で封じ込めに成功しても、他国
で抑制できなければ、日本が日常を取り戻すことは困難です。。この戦いは長く
続くでしょう。今こそ、感染症との闘いにおける国際的な協力が必要です。

JICA理事長北岡伸一

出所：https://www.jica.go.jp/COVID-19/ja/index.html

https://www.jica.go.jp/COVID-19/ja/index.html
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石けんや水のある手洗い場を利用する人口
の割合 2017年（%）
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出所：https://blogs.worldbank.org/opendata/many-homes-low-and-lower-middle-income-countries-lack-basic-handwashing-facilities

Source: JMP (WHO/UNICEF); WDI (SH.STA.HYGN.ZS)

https://blogs.worldbank.org/opendata/many-homes-low-and-lower-middle-income-countries-lack-basic-handwashing-facilities
https://data.worldbank.org/indicator/SH.STA.HYGN.ZS
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ゴールとターゲットと指標の事例：
ゴール６全ての人々の水と衛生の利用可能性

と持続可能な管理を確保する

36

ターゲット 指標（仮訳）
6.2   2030年までに、全ての人々の、
適切かつ平等な下水施設・衛生施設
へのアクセスを達成し、野外での排泄
をなくす。女性及び女児、並びに脆弱
な立場にある人々のニーズに特に注
意を払う。

6.2.1   (a)安全に管理された公衆
衛生サービスを利用する人口の
割合、(b)石けんや水のある手洗
い場を利用する人口の割合
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マダガスカル：手を洗おう
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• 「マダガスカルでは、海外協力隊員と現地の人気歌手が一緒に作成した「手洗い
ソング」が長年、歌い継がれ、手洗いの啓発に活用されています。」（市野さん）

• 「この手洗いソングの作成をサポートしたのは、現在、新型コロナウイルスの感染
拡大防止に向け、手洗い啓発の先頭に立つヴォアリ・ラクトゥヴェルマナンソア水・
衛生大臣。当時、JICAマダガスカル事務所ボランティア班のスタッフだったヴォアリ

大臣は今、連日のようにテレビに出演し、正しい手洗いの大切さを国民に訴えて
います。」

出所：https://www.dailymotion.com/video/x2wfjee
https://www.youtube.com/watch?v=xRzjhj7LWochttps://www.jica.go.jp/mobile/topics/2020/20200508_01.html

https://www.jica.go.jp/COVID-19/ja/adtkbc00000000cl-att/message.pdf https://www.facebook.com/1418408888381883/videos/566998840832590/

https://www.dailymotion.com/video/x2wfjee
https://www.youtube.com/watch?v=xRzjhj7LWoc
https://www.jica.go.jp/mobile/topics/2020/20200508_01.html
https://www.jica.go.jp/COVID-19/ja/adtkbc00000000cl-att/message.pdf
https://www.facebook.com/1418408888381883/videos/566998840832590/
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バングラデシュ概要

38出所：眞田明子「クリーンダッカ・プロジェクト」出版記念セミナー発表資料（2018年2月22日）をもとに作成

• 国名：バングラデシュ人民共和国

（People’s Republic of Bangladesh) 

• 面積：約14万4,000km²※北海道二個分
• 人口：1億6295万人（2016年世界銀行）※世界
第8位！

• 人口密度：約1,203 人/km²※都市国家を除く
と世界最過密 ※韓国（515）、インド（416）、日
本（350）

• 1人あたりGNI： 1330ドル（2016年世界銀行）
• 民族：ベンガル人98％
• 首都ダッカ：人口 1,440万人（2015年国連推
計）面積 約306km2 ※東京都1,353万人、
2,190km2 東京23区 930万人、626km2

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwjZg5mwnMzMAhWGnJQKHVjvBOkQjRwIBw&url=http://www.topnews.in/law/bangladesh-buy-power-india-222153&psig=AFQjCNEOB3unJCcU7HJP0FebxPvtb8nsmA&ust=1462856712161960
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廃棄物資源循環学会2018
年度学会賞（著作賞）受賞

出所： https://www.youtube.com/watch?v=dF5afPwKuyU

https://www.youtube.com/watch?v=dF5afPwKuyU
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クリーンダッカへの道

40

WBA４－A コンパクター車の導入により新しい収集方法を導入する

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwj0m6mNmtDMAhVClZQKHRpJBUcQjRwIBw&url=http://blog.goo.ne.jp/tsukamika/e/47906233c48e4f622abd833be88efc06&bvm=bv.121421273,d.dGY&psig=AFQjCNFcWaXSp-k10EzIP11s6UdLlUHZeQ&ust=1462993554280986
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触媒としてのODAとスケールアップ：キルギス・
イシククリ州一村一品プロジェクト→他州へ展開

無印良品 キルギス伝統の素材を使い、地元
の女性たちがひとつひとつていねいに手作り
しました。

出所：民間部門や市民社会の力を巻き込む「触媒」としての日本のODA
https://www.nippon.com/ja/in-depth/a03401/ https://www.jica.go.jp/oda/project/1500304/index.html https://www.muji.com/jp/ja/store/search/cmdty/%E3%82%A6%E3%83%BC%E3%83%AB%E3%83%95%E3%82%A7%E3%83%AB%E3%83%88

https://www.ciaonihon.com/81001/muji%E7%84%A1%E5%8D%B0%E8%89%AF%E5%93%81-%E3%80%90%E5%95%86%E5%93%81%E7%B4%B9%E4%BB%8B%E3%80%91%E3%82%A6%E3%83%BC%E3%83%AB%E3%83%95%E3%82%A7%E3%83%AB%E3%83%88%E3%81%AE%E3%81%AC%E3%81%84%E3%81%90/

https://www.jica.go.jp/oda/project/1500304/index.html
https://www.muji.com/jp/ja/store/search/cmdty/%E3%82%A6%E3%83%BC%E3%83%AB%E3%83%95%E3%82%A7%E3%83%AB%E3%83%88
https://www.ciaonihon.com/81001/muji%E7%84%A1%E5%8D%B0%E8%89%AF%E5%93%81-%E3%80%90%E5%95%86%E5%93%81%E7%B4%B9%E4%BB%8B%E3%80%91%E3%82%A6%E3%83%BC%E3%83%AB%E3%83%95%E3%82%A7%E3%83%AB%E3%83%88%E3%81%AE%E3%81%AC%E3%81%84%E3%81%90/
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Invest in Quality Infrastructure to Enhance Connectivity
Shimizu Corporation’s Current Projects in Africa

42Source: Shimizu Corporation International Division (2019) “Shimizu Corporation and Quality Infrastructure”
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Africa, Japan and the UK Partnership on Road 
Asset Management by Shimizu and Gaist 1/2

43

• Shimizu have started the first surveys of Japan‘s road network in 
partnership with the UK digital mapping company, Gaist.

Source: Shimizu Corporation International Division (2019) “Shimizu Corporation and Quality Infrastructure”
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Africa, Japan and the UK Partnership on Road 
Asset Management by Shimizu and Gaist 2/2

• Shimizu-Gaist concluded a MOU with Uganda National 
Roads Authority and Kampala Capital City Authority in 
TICAD7, pursuing to provide highly efficient infrastructure 
maintenance service as Public Private Partnership (PPP).

Source: Shimizu Corporation (2019)
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人間の安全保障とは

「すべての人々が尊厳をもって安心・安全に暮らせる社

会を目指す」

「人間一人ひとりに着目し，生存・生活・尊厳に対する広

範かつ深刻な脅威から人々を守り，それぞれの持つ豊か

な可能性を実現するために，保護と能力強化を通じて持

続可能な個人の自立と社会づくりを促す考え方。」

出所：https://www.jica.go.jp/publication/pamph/issues/ku57pq00002m9zb0-att/rule_of_law_and_human_security.pdf
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/bunya/security/index.html
「安全保障の今日的課題」 ｐ１１（「人間の安全保障委員会」報告書 2003年5月）等 45

https://www.jica.go.jp/publication/pamph/issues/ku57pq00002m9zb0-att/rule_of_law_and_human_security.pdf
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/bunya/security/index.html
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人間の安全保障への脅威の発生システム

出所：Tanaka, A. (2019). Toward a theory of human security. In Human Security and Cross-Border Cooperation 
in East Asia (pp. 21-40). Palgrave Macmillan, Cham.
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アフガニスタン永久支援のために中村哲
次世代へのプロジェクト

47
出所：https://www.youtube.com/watch?v=kjk3lgS7_1g

https://www.jica.go.jp/about/president/archives_ogata/topics/20100330_01.html

• 2010年11月14日 ETVで放映

• 2010年8月31日第1回アフガニスタン支援検討会議

中村哲医師緒方貞子JICA理事長

https://www.youtube.com/watch?v=kjk3lgS7_1g
https://www.jica.go.jp/about/president/archives_ogata/topics/20100330_01.html
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アフガニスタン・クナール川下流域の灌漑
事業：中村哲 2018年土木学会技術賞

出所：https://www.jsce.or.jp/prize/tech/files/2018_01.shtml http://www.jsce-int.org/node/550
48

https://www.jsce.or.jp/prize/tech/files/2018_01.shtml
http://www.jsce-int.org/node/550
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「すべての人々に尊厳を
〜緒方貞子が遺(のこ)したもの〜」

Dignity for All: The Legacy of Sadako Ogata

49

• 民族紛争が相次いだ冷戦後の時代に国連難民高等弁
務官をつとめ、人道支援の枠組みを変えて世界の尊敬
を集めた緒方貞子さん。

• 「先進国は自国の利益にこだわって内向きになってはい
けない」。そう訴え続けた彼女はどんな思いで今の世界
を見ていたのか。

• ＮＨＫの秘蔵映像でその仕事や言葉を振り返りつつ、卓
越したリーダーシップの秘密、貫いた信念、そして知られ
ざる素顔について、ゲストと語り尽くす。

• キャスター：国谷裕子
出所：https://www3.nhk.or.jp/nhkworld/en/ondemand/video/3016069/

Broadcast on March 28, 2020Available until March 28, 2021 00:00- 27:40-

https://www3.nhk.or.jp/nhkworld/en/ondemand/video/3016069/
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出所:峯陽一.(2019).2100年の世界地図 :アフラシアの時代.岩波書店.

人口規模のカルトグラム（Cartogram）
2100年
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A Study of History, Volume-1 (1948), by Arnold J. 
Toynbee, Director of Studies in the Chatham House

51

“Taking, then, the Eurasian Steppe and its 

dependencies as one whole, we may set beside it, 

first, the nearest area which offers a similar 

environment for human life. This area extends from 

the western shore of the Persian Gulf to the eastern 

shore of the Atlantic and from the southern foot of 

the highlands of Iran, Anatolia, Syria, and North-

West Africa to the northern foot of the highlands of 

the Yaman and Abyssinia and to the northern fringe 

of the forests of Tropical Africa. We may call this 

steppe the 'Afrasian’, (…)”

Source: https://archive.org/details/in.ernet.dli.2015.12118/page/n274/mode/1up

https://archive.org/details/in.ernet.dli.2015.12118/page/n274/mode/1up
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アフラシア：Prospects for Africa, Japan, and the UK 
Partnership Interaction between “Afrasia” and UK-Africa

52

Sources: Prepared by author based on Mine, Y. (2016). Dreaming Afrasia: An Essay on Afro-Asian Relations in 
Space-Time Perspectives. AFRICA and ASIA, 143. and NASA G.Projector — Global Map Project
https://www.giss.nasa.gov/tools/gprojector/download/

https://www.giss.nasa.gov/tools/gprojector/download/
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都内企業等における SDGs の認知度・実
態等に関する調査 2020年3月

53

• SDGs の認知度については、「SDGs について何も知らない（今回の調査ではじめ
て言葉を知った）」が 55.9％と最も高く、半数以上の企業が SDGs そのものを認
知していない結果となった。一方で、従業員数別でみたとき、規模が大きくなる
ほど認知度および取組率は高まる傾向が見られ、従業員数 1,001 人以上の企
業では、「SDGs について内容を把握しており、すでに事業活動として取組んでい
る」の回答割合が 76.3％となった。また、「SDGs について内容を把握しており、
すでに事業活動として取り組んでいる」は 6.3％であり、SDGs に取り組む際に問
題・課題であると感じたことについては、「SDGs 自体の認知度が低い」が 51.1％
と半数を超え、次に「目標を設定・管理するための人員がいない」が 27.2％とな
った。

• 消費者の SDGs の認知度について、「今回初めて聞いた」が 67.0％を占めた。な
お、「ほぼ知っている」と「ある程度は知っている」を合わせた回答は 14.9％にと
どまった。また、SDGs に取り組んでいる企業等の印象は、「取り組んでいる企業
がどうかの判断がつかない」が 44.8％と高かったが、「社会貢献をしているイメー
ジがある」という回答も 19.7％あった。

東京都産業労働局（2020）令和元年度政策調査都内企業等における SDGs の認知度・実態等に関する調査報告書
https://www.sangyo-rodo.metro.tokyo.lg.jp/toukei/623f8957846944bdcc3f41e3e5279791.pdf
https://www.sangyo-rodo.metro.tokyo.lg.jp/toukei/59566db29b65effb6bb53e2b369d8af6_2.pdf

https://www.sangyo-rodo.metro.tokyo.lg.jp/toukei/623f8957846944bdcc3f41e3e5279791.pdf
https://www.sangyo-rodo.metro.tokyo.lg.jp/toukei/59566db29b65effb6bb53e2b369d8af6_2.pdf
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SDGs の認知度と、取組状況について

54
東京都産業労働局（2020）令和元年度政策調査都内企業等における SDGs の認知度・実態等に関する調査報告書
https://www.sangyo-rodo.metro.tokyo.lg.jp/toukei/623f8957846944bdcc3f41e3e5279791.pdf
https://www.sangyo-rodo.metro.tokyo.lg.jp/toukei/59566db29b65effb6bb53e2b369d8af6_2.pdf

https://www.sangyo-rodo.metro.tokyo.lg.jp/toukei/623f8957846944bdcc3f41e3e5279791.pdf
https://www.sangyo-rodo.metro.tokyo.lg.jp/toukei/59566db29b65effb6bb53e2b369d8af6_2.pdf
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SDGs の認知度と、取組状況について：従業員数別

55

東京都産業労働局（2020）令和元年度政策調査都内企業等における SDGs の認知度・実態等に関する調査報告書
https://www.sangyo-rodo.metro.tokyo.lg.jp/toukei/623f8957846944bdcc3f41e3e5279791.pdf
https://www.sangyo-rodo.metro.tokyo.lg.jp/toukei/59566db29b65effb6bb53e2b369d8af6_2.pdf

https://www.sangyo-rodo.metro.tokyo.lg.jp/toukei/623f8957846944bdcc3f41e3e5279791.pdf
https://www.sangyo-rodo.metro.tokyo.lg.jp/toukei/59566db29b65effb6bb53e2b369d8af6_2.pdf
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SDGs の認知度と、取組状況について：消費者
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東京都産業労働局（2020）令和元年度政策調査都内企業等における SDGs の認知度・実態等に関する調査報告書
https://www.sangyo-rodo.metro.tokyo.lg.jp/toukei/623f8957846944bdcc3f41e3e5279791.pdf
https://www.sangyo-rodo.metro.tokyo.lg.jp/toukei/59566db29b65effb6bb53e2b369d8af6_2.pdf

33.0%

https://www.sangyo-rodo.metro.tokyo.lg.jp/toukei/623f8957846944bdcc3f41e3e5279791.pdf
https://www.sangyo-rodo.metro.tokyo.lg.jp/toukei/59566db29b65effb6bb53e2b369d8af6_2.pdf
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電通：第3回「SDGsに関する生活者調査」を実施
2020年4月27日

57
https://www.dentsu.co.jp/news/release/2020/0427-010047.html
https://www.dentsu.co.jp/news/release/pdf-cms/2020029-0427%EF%BC%8B.pdf

https://www.dentsu.co.jp/news/release/pdf-cms/2020029-0427%EF%BC%8B.pdf
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朝日新聞社 SDGs認知度調査第６回報告
2020年3月26日

58
https://miraimedia.asahi.com/sdgs_survey06/

https://miraimedia.asahi.com/sdgs_survey06/
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あなたはSDGsという言葉を聞いたことがありますか：職業別

59朝日新聞社 SDGs認知度調査第4回報告 2019年3月13日https://miraimedia.asahi.com/SDGs_survey04/

第６回報告 2020年3月26日
「管理職」47.7％（同44.2％）
「学生」41.4％（31.5％）
「事務・技術職」37.5％（31.0％）等

https://miraimedia.asahi.com/SDGs_survey04/
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What is Society 5.0?

60

• One definition: "A human-centered society that balances economic advancement 
with the resolution of social problems by a system that highly integrates 
cyberspace and physical space."

• Society 5.0 was proposed in the 5th Science and Technology Basic Plan as a future 
society that Japan should aspire to. It follows the hunting society (Society 1.0), 
agricultural society (Society 2.0), industrial society (Society 3.0), and information 
society (Society 4.0).

Source: https://www8.cao.go.jp/cstp/english/society5_0/index.html https://www.keidanren.or.jp/en/policy/2018/095.html

Led by KEIDANREN (Japan Business Federation)

https://www8.cao.go.jp/cstp/english/society5_0/index.html
https://www.keidanren.or.jp/en/policy/2018/095.html
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福岡県北九州市小倉北区の商店街
魚町銀天街

62
https://sdgs.uomachi.or.jp/

https://www.youtube.com/watch?v=E-EokfU4rBM

https://sdgs.uomachi.or.jp/
https://www.youtube.com/watch?v=E-EokfU4rBM
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• 国連で採択されたSDGs（持続可能な開発目標）の実現に向け
た全国の都市の取り組みが加速してきた。

• 自治体は以前から、福祉や貧困対策、都市の成長につながる
まちづくりなどを推し進めてきたが、急速に進む人口減や高齢
化などもあり、より効率的で水準の高い施策・事業を迫られて
いる。

• 本誌は全国815市区を対象に、持続可能性（サステナビリティ

ー）の観点から独自に調査を実施。公表データと併せて「経済
」「社会」「環境」のバランスが取れた発展に各市区がどれだけ
つなげているかを評価したところ、京都市がトップとなった。

• ２位は北九州市で、政令指定都市や規模の大きな都市が上位
に名を連ねた。各市区はこれから本格化する都市間競争を生
き抜くためにも、まちの魅力づくりを急いでいる。

出所：日経グローカル 355号（2019年1月7日発行）

日経グローカル SDGs先進度ランキング
全国市区調査 持続可能なまちづくり競う
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首位は京都市

64
出所：筆者撮影 2019年5月
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全国市区の「SDGs先進度」総合ランキング

65出所：日経グローカル 355号（2019年1月7日発行）
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出所：日経グローカル 355号（2019年1月7日発行）

SDGs先進度ランキングの採用指標
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出所：日経グローカル 355号（2019年1月7日発行）

SDGs先進度ランキングの採用指標
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http://www.env.go.jp/seisaku/list/kyoseiken/sdgsleader/outline.html

①各地域がその特性を活かした強みを発揮し、地域ごとに
異なる資源が循環する自立・分散型の社会を形成しつつ、
②それぞれの地域の特性に応じて近隣地域等との共生・対
流し、より広域的なネットワーク（自然的なつながり（森
里川海の連関）や経済的なつながり（人、資金等））を構
築していくことで、新たなバリューチェーンを生み出し、
地域資源を補完し支え合いながら農山漁村も都市も活かす
という考え方です。

http://www.env.go.jp/seisaku/list/kyoseiken/sdgsleader/outline.html
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子供の貧困対策：ひとり親世帯の現状②

69
内閣府子供の貧困対策推進室参事官牧野利香（2019）子供の貧困対策～現状と今後の地域での支援～

https://www8.cao.go.jp/kodomonohinkon/forum/h30/pdf/tokyo/naikakufu.pdf

https://www8.cao.go.jp/kodomonohinkon/forum/h30/pdf/tokyo/naikakufu.pdf
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SDGsと子供の貧困対策

70
内閣府子供の貧困対策推進室参事官牧野利香（2019）子供の貧困対策～現状と今後の地域での支援～

https://www8.cao.go.jp/kodomonohinkon/forum/h30/pdf/tokyo/naikakufu.pdf

https://www8.cao.go.jp/kodomonohinkon/forum/h30/pdf/tokyo/naikakufu.pdf
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Japan’s Human Security’ Indicator 2018

人間の安全保障，総合指数の地図

出所： 2018 年 12 月 15 日「日本の人間の安全保障」指標発表記念シンポジウム（主催：日本ユニセフ協会・NPO 
法人「人間の安全保障」フォーラム）資料 www.unicef.or.jp/jcu-cms/wp-
content/uploads/2018/12/e92f4fe8960985afe0fec6c9ba62e13f.pdf

NPO法人「人間の安全保障」フォーラム(編)高須 幸雄(編著) 全国データ SDGsと日本誰も取り残されないための
人間の安全保障指標明石書店 2019

http://www.unicef.or.jp/jcu-cms/wp-content/uploads/2018/12/e92f4fe8960985afe0fec6c9ba62e13f.pdf
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第11次交通安全基本計画（中間案）：交通事故のない社会を目
指して（令和３年３月○日策定予定） 中央交通安全対策会議

計画の基本理念 （人命尊重の理念に基づき），究極的には交通事故のない
社会の実現への大きな飛躍と世界をリードする交通安全社
会を目指す。

横断的に重要な事項

知見の共有

我が国では，交通安全対策基本法制定後の半世紀の間の，基本計画に位置付けられ
た多岐にわたる施策，関係者の尽力により，道路交通事故は大きく減少し，鉄道，踏切，
海上，航空の事故も減少してきているが，世界に目を向けると，年間135万人以上が道

路交通事故で死亡している。交通事故の減少に向けて，我が国の知見を世界と共有し，
いかしていく視点も重要であり，国際的な連携や協力を推進する。

「第11次交通安全基本計画」（中間案）に対する意見募集について
パブリックコメント：2020年11月25日～12月21日

https://public-comment.e-gov.go.jp/servlet/Public?CLASSNAME=PCMMSTDETAIL&Mode=0&id=095201280

https://public-comment.e-gov.go.jp/servlet/Public?CLASSNAME=PCMMSTDETAIL&Mode=0&id=095201280
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SDGs: Goal 3. Ensure healthy lives and 
promote well-being for all at all ages

Targets
3.6 By 2020, halve the number of global deaths and injuries 
from road traffic accidents
Indicators
3.6.1 Death rate due to road traffic injuries

Leave no one behind
Transformation/Innovation
Universality
Participation
Integration
Transparency

Sources: http://www.unic.or.jp/files/sdg_logo_en_2.png Ministry of Foreign Affairs of Japan (2019)
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